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「国際海上物流システムの改善」の位置づけ

アジアの成長の取り込み等のための海陸一貫複合輸送ネットワークの構築

日本再興戦略（平成25年6月閣議決定）（抄）

• 「新興国を中心に世界のマーケットは急速な勢いで拡大を続けており、このマーケットの獲得競争に打ち勝っていけるかどうかは、資源の乏しい日本
にとって死活問題」

長 複 輸 構

• 「成長を続ける国際マーケットを如何に取り込んでいくかは、今や、国と国との競争になっているのが現実」
• 「国際展開に関する限り、商売の話は民だけに任せればよいという従来の発想を大胆に転換し、・・・官民一体で戦略的に市場を獲得」

総合物流施策大綱（平成25年6月閣議決定）（抄）

• 「アジア諸国の経済成長と競争力強化を背景に、我が国企業の海外展開が一層進展し、国内外を一体的に捉え、調達・生産・販売を適地で行うグロー
バル・サプライチェーンの動きが深化」

• 「海外との熾烈な競争にさらされている中、我が国産業は、付加価値の高い分野を国内に残しつつも、海外生産を増加させ、日本を含めたアジア域内
の調達・生産・販売網の拡大」
「 ジ を 物流圏（ ジ 物流圏）と捉え 我が国 質 高 物流シ ムを展開する と等 より ジ 物流圏全体 効率化を進める必要• 「アジアを一つの物流圏（アジア物流圏）と捉え、我が国の質の高い物流システムを展開すること等により、アジア物流圏全体の効率化を進める必要」

• 「我が国を含めたアジア各国において企業によるグローバル・サプライチェーンの動きが深化する中で、我が国国内の生産拠点と近隣諸国との間で製
品を効率的かつ適時に一貫輸送するニーズが高まっている」

グ バ サプ イ 中核を担うため 国際 ナ物流ネ ト ク 強化

日本再興戦略（平成25年6月閣議決定）（抄）

• 「国際的に遜色ない物流コストと利便性の実現に向け、港湾における大型船舶への対応力強化、稼働時間延長等のニーズへの対応、港湾・空港への

グローバル・サプライチェーンの中核を担うための国際コンテナ物流ネットワークの強化

国際的に遜色な 物流 ストと利便性の実現に向け、港湾における大型船舶 の対応力強化、稼働時間延長等の ズ の対応、港湾 空港 の
輸送アクセスを向上」

• 「海外トランシップ貨物奪還に向けた広域からの集荷や貨物の需要創出を促進することなどにより物流ネットワークの強化を進める」

総合物流施策大綱（平成25年6月閣議決定）（抄）
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• 「サプライチェーンがグローバル化している現状を踏まえつつ、雇用創出や地域活性化の観点から、我が国に残る産業が国内に製造拠点を引き続き

残せるようにしていくことが不可欠であり、このため、事業環境整備の一環として、国際・国内両面から物流関係施策を講じていくことが必要」
• 「我が国港湾への国際基幹航路の寄港便数の維持・拡大は、我が国がグローバル・サプライチェーンの中核を担う上で不可欠」



国際コンテナ戦略港湾政策推進委員会「最終とりまとめ」

国際コンテナ戦略港湾政策推進委員会

平成22年8月に阪神港及び京浜港を選定し、両港においてハード・ソフト一体となった施策を集中してきた「国
際コンテナ戦略港湾政策」について、その深化と取り組みの加速を図るため、平成25年7月～平成26年1月ま
で5回にわたって開催

港 員

で5回にわたって開催

平成26年1月に「最終とりまとめ」を行い、以下の３つの柱となる個別施策を提示
国際コンテナ戦略港湾への「集貨」
国際コンテナ戦略港湾への産業集積による「創貨」国際コンテナ戦略港湾への産業集積による「創貨」
国際コンテナ戦略港湾の「競争力強化」

委員： 学識経験者、関係事業者団体、荷主企業、港湾運営者 等
（座長： 野上浩太郎 国土交通副大臣）

２）国際コンテナ戦略港湾への産業集積による「創貨」１）国際コンテナ戦略港湾への「集貨」

（座長： 野上浩太郎 国土交通副大臣）

「最終とりまとめ」で示された個別施策のポイント

○ 戦略港湾背後用地への企業誘致に向けた支援措置の導入① 国際コンテナ戦略港湾への新たな集貨支援

② 内航コンテナ船の競争力強化

③ 鉄道・トラック輸送による国際海上コンテナ輸送の促進

３）国際コンテナ戦略港湾の「競争力強化」

３－１ 国際コンテナ戦略港湾のコスト低減

３－２ 国際コンテナ戦略港湾の利便性の向上

３－３ コンテナ船の大型化・取扱貨物量の増大等への対応

○ 高規格コンテナターミナルの整備

３ ４ 戦略的な港湾運営① ゲート前渋滞の緩和

② ＩＴを活用した効率的・一体的な港湾物流システムの構築

③ コンテナターミナルゲートオープン時間の拡大

３－４ 戦略的な港湾運営

① 統合する港湾運営会社の体制のあり方

② 今後の広域的な港湾運営・管理のあり方
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海上コンテナの国内フィーダーの現状①

海上コンテナ物流の主な流れ

港での接続 国際海上輸送 港での接続
仕向国

フィーダー輸送工場でバン詰め 工場でバン出し
国内

フィーダー輸送

鉄道

トラック

鉄道

トラック

外航

国内フィーダーをめぐる現況① 国内フィーダーをめぐる現況② 国内フィーダーをめぐる現況③

内航 内航

①
（ゲート前渋滞の例（東京港大井埠頭））

ゲート

国 ィ を 現況②
（ドライバー不足）

深刻な渋滞により、トラックの回転率が極端に低下し、ド
レージ業者の採算が悪化

東北での震災復興のためのトラック需要の増加等とも相

国 ィ を 現況③
（トラック運賃の上昇）

運賃 料金 動向（ 般ト ク）

トラックの運賃は増加しており、今後も増加
する見込みであると回答する荷主が多い

待ち列末尾

東 震災復興 ラ 需要 増 等 相
まって、ドライバー不足・ドレージ業者の廃業が深刻化

【事業者の声】

• 普通は渋滞の待ち時間分は請求できない。「ドレージは儲からない」と
いうことに加えて東北の復興需要も重なって、ドレージのドライバーが

0
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20

運賃・料金の動向（一般トラック）

車両動線
（待ち列）

ダンプに流れてしまう、そもそも廃業してしまう等の事態となっている。
（ドレージ業者）

• 海貨業者からは、今年の正月は荷主の要望に対して6割程度しかド
レージを手配出来なかったという声も聞いた。 （ドレージ業者）

• 荷主とドレージ業者の間に海貨業者が介在するため ドレージ業者の

2013年
1～3月

-20

-10

0

実績(見込み） 見通し

2014年
1～3月

2012年
1～3月
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1～3月

2010年
1～3月

2009年
1～3月

出典：日通総合研究所「企業物流短期動向調査」（日通総研短観）より作成

２０１４年１月９日
待ち列長さ：約８ｋｍ
待ち時間：最長６時間５７分

荷主とドレ ジ業者の間に海貨業者が介在するため、ドレ ジ業者の
声が荷主に届きにくいという構造的な問題もあるが、荷主も本格的に
困っており、フォワーダーも声を上げ始めている。（ドレージ業者）

• 関東のドライバーが不足する中で、関西のドライバーが関東に流出す
るといった状況も発生している。（荷主）
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出典：事業者からのヒアリング等をもとに作成
出典：事業者からのヒアリング等をもとに作成



海上コンテナの国内フィーダーの現状②

鉄道・内航による海上コンテナ輸送量

• 外貿コンテナ取扱量：
輸出入の総計・2012年速報値（※１）

17,520,523TEU (A)

鉄道 内航による海上コンテナ輸送量

• 鉄道による海上コンテナ輸送量:
2012年度（※２）

• 内航船による外航コンテナの

21,185TEU (B) (B)/(A) = 0.12%

611 255TEU (C) (C)/(A) = 3 49%

※１ 出典：国土交通省港湾局計画課 ＨＰ掲載資料（港湾別コンテナ取扱量（TEU）ランキング（2012年速報値））より作成
※２ 出典：ＪＲ貨物提供資料より作成
※３ 出典：日本内航海運組合総連合会 ＨＰ掲載資料（外航コンテナの国内フィーダー輸送実績（平成24年度））より作成

フィーダー輸送量：
積み地取扱量・2012年度（※３）

611,255TEU (C) (C)/(A) = 3.49%

※３ 出典：日本内航海運組合総連合会 ＨＰ掲載資料（外航 ンテナの国内フィ ダ 輸送実績（平成24年度））より作成

＜参考１＞
国内貨物輸送全体でのモード別輸送分担率

＜参考２＞
海上コンテナ輸送のモード別輸送分担率に関わる諸外国の例国内貨物輸送全体でのモ ド別輸送分担率

（トンベース・2012年度）

91.4%

0.9%

自動車

鉄道

• ロッテルダム港マースフラクテ地区から内陸に輸送される海上コンテナの53.1%
は内航・鉄道によるもの（2012年上半期）

• 2035年までにこの割合を65％まで引き上げることを目標
出典：Port of Rotterdam Annual Report 2012

海上コンテナ輸送のモ ド別輸送分担率に関わる諸外国の例

出典 国土交通省総合政策局情報政策本部「自動車輸送統計年報」等より作成

7.7%

0.0%

鉄道

内航

航空
マースフラクテ

地区

ロッテルダム港と周辺エリア

出典：国土交通省総合政策局情報政策本部「自動車輸送統計年報」等より作成
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出典：Port of Rotterdam Annual Report 2012より作成



鉄道による海上コンテナの輸送量（推移）

鉄道による海上コンテナ輸送の現状①

輸

鉄道による海上コンテナの輸送量（区間別）（平成24年度）

（※1TEU＝10トンで算出）
出典：ＪＲ貨物提供資料より作成
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出典：ＪＲ貨物提供資料より作成



鉄道による海上コンテナ輸送の現状②

コンテナと貨車の関係海上コンテナの鉄道輸送ネットワークの現状

鉄道輸送するコンテナの種類
によって、最大総重量、長さ、
幅、高さが異なるため、コンテ
ナ貨車１台に積載できるコンテ

• 鉄道のコンテナ取扱駅は、161箇所（平成24年11月時点）

• そのうち40ｆｔ海上コンテナ荷役に対応する荷役機器を保有する駅
（駅構内の路盤強化含む）は25駅（青印）あるが、40ft重量貨物（総
重量約30トン）の扱いが可能な35トン荷役機器を有するのは うち ナ貨車１台に積載できるコンテ

ナの個数も異なる（コンテナ貨
車１台当たり、合計最大４０．７
トンまで積載可能。）。

重量約30トン）の扱いが可能な35トン荷役機器を有するのは、うち
5駅のみで、他は24トン対応まで（海コン列車着駅の盛岡や港湾に
近い福岡、阪神地区に35トン機器無し）

• 40ｆｔハイキューブ海上コンテナを輸送する場合、 山陽線・東海道

線・上越線等において、トンネルの高さ制限や運行面での安全確

背高海上コンテナの鉄道輸送上の課題

線 上越線等において、トンネルの高さ制限や運行面での安全確
保等課題の整理が必要

• 現在、40ｆｔハイキューブ海上コンテナ（高さ９ｆｔ６ｉｎ（２，８９６ｍｍ））

については、東京～盛岡間で設定の海上コンテナ専用列車で定期
輸送中

40ｆｔ背高コンテナは、通常の40ftコンテナよりも高さが1フィート（約30cm）

高くなっており、一部のトンネルにおいて通行に支障が生じる区間が存在
するなど、構造・施設面、運行面の安全確保の課題がある。

背高海上コンテナの鉄道輸送上の課題

海上コンテナを汎用貨車に積載した場合の
高さの比較

海上コンテナ

幅2438mm
高さ2591mm

海上コンテナ
（背高）

幅2438mm
高さ2896mm

2896mm

2591mm
<左>20/40ftドライコンテナ

(高さ8フィート6インチ)

1000mm
（コキ100系貨車）

(高 )
<右>20/40ftハイキューブコンテナ

(高さ9フィート6インチ)

6出典：ＪＲ貨物提供資料より作成



内航による海上コンテナ輸送の現状①

内航による海上コンテナの国内フィーダー輸送量の推移 内航フィーダーコンテナの主な地域間流動（平成24年度）内航による海上コンテナの国内フィ ダ 輸送量の推移 内航フィ ダ コンテナの主な地域間流動（平成24年度）

出典：日本内航海運組合総連合会
ＨＰ掲載資料（外航コンテナの国内フィーダー輸送実績（平成24年度））より作成
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出典：日本内航海運組合総連合会

ＨＰ掲載資料（外航コンテナの国内フィーダー輸送実績（平成24年度））より作成



外航 内航 ダ 輸送 使 する船舶

内航による海上コンテナ輸送の現状②

外航コンテナの内航フィーダー輸送に使用する船舶

14
コンテナ専用船の船型（GT）別隻数

一般貨物船
22隻

コンテナ専用船
8

10

12

19隻

RORO船
フェリー

その他
2

4

6

5隻
フェリ

7隻
4隻 0

499型 749型

出典：日本内航海運組合総連合会
HP掲載資料（外航コンテナの国内フィーダー輸送実績（平成24年度））より作成

４９９型、７４９型コンテナ専用船の積載能力等（イメージ）

499GT, 1400DW, 140TEU積載, 乗員6名 749GT, 1800DW, 250TEU積載, 乗員7名
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鉄道・内航による海上コンテナ輸送の「実入り」「空」別の輸送状況

「実入り」「空」別の鉄道（東京－盛岡路線）による海上コンテナ輸送量（上り・下り合計） （平成24年度）

706TEU

下り（東京→盛岡）

輸

上り（盛岡→東京）

3,927TEU

実入り 空

5,272TEU

3,715TEU
実入り

空
(41.3%)

1,345TEU

3,009TEU
実入り 空

, 空

(58.7%)

「実入り」「空」別の内航による海上コンテナの国内フィーダーの輸送量（積地・揚地合計） （平成24年度）

出典：ＪＲ貨物提供資料より作成

768,914TEU

453,596TEU

実入り

空

(62.9%)

(37.1%)

出典：日本内航海運組合総連合会 ＨＰ掲載資料（外航コンテナの国内フィーダー輸送実績（平成24年度））より作成
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コンテナラウンドユースのコンセプト

コンテナラウンドユースの取組

ラウンドユース前 ラウンドユース後

【効果】
空コンテナの回送の削減による物流
コストの削減、ＣＯ２の削減
港に流入するトラック台数の削減に
よる港における渋滞緩和港 け 渋滞緩和

株式会社クボタではコンテナマッチング率の向上のため、輸入者１

株式会社クボタによる取組

０社と連携してコンテナラウンドユースを実施

平成２５年１２月、国交省・経産省他主催のグリーン物流優良事業
者表彰で経済産業大臣表彰を受賞

【共同事業者（21社・1自治体）】

（輸出者） 株式会社クボタ 【１社】

（輸入者） 株式会社東芝、株式会社アシックス、株式会社イトーヨーカ堂 等 【１０社】

（船会社） NYK CONTAINER LINE 株式会社 株式会社MOL JAPAN 等 【 社】
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（船会社） NYK CONTAINER LINE 株式会社、株式会社MOL JAPAN 等 【６社】

（内陸コンテナターミナル（ICT）事業者） ケービーエスクボタ株式会社、みなと運送株式会社【２社】

（輸入海貨業者、コンテナ陸送業者） 山九株式会社、吉田運送有限会社 【２社】

（事業体制構築支援） 茨城県 【１自治体】 出典：株式会社クボタ提供資料より作成



農林水産物・食品の輸出に係る物流の検討について

農林水産物・食品の輸出に係る物流検討会 ＜国土交通省、農林水産省協働＞

委員：国土交通省、農林水産省、学識経験者、日本貿易振興機構、日本経済団体連合会、日本物流団体連合会、
全国農業協同組合連合会、物流事業者、農林水産物・食品関連事業者

政府の取組 物流面からの支援

○日本再興戦略（H25.6.14閣議決定）
○農林水産業・地域の活力創造プラン（H25.12.10本部決定）

※本部：農林水産業・地域の活力創造本部

○国内荷量の集約によるロットの確保
○共同輸配送等による効率的な輸送ルートの確保
○輸送時の品質の維持
○海外マーケットの開拓○海外マ ケットの開拓

(71)

(78)

収穫量（子実用） 414,400 ｔ

平成25年産水陸稲の収穫量

収穫量（子実用） 364,500 ｔ

平成25年産水陸稲の収穫量

栃木県

茨城県

平成25年茨城県旬別卸売市場出荷量

平成24年産花き出荷量

※各種データは一部を掲載

主な輸

品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ）

はくさい 3,972.9 はくさい 3,798.3 はくさい 1,527.3 レタス 2,005.5 はくさい 3,687.3 キャベツ 1,789.2

平成25年 平成25年 平成25年平成25年平成25年平成25年

リードタイム管理、ミルクラン、クロスドック活用集約型物流、コンテナラウン
ドユースの実現に向けた、複数事業者間における情報の活用。

国内物流の広域的なマッチングイメージ

( )

(76)

(73)
(70)

(75)
(72)(74)

(68)

(66)(65)
(82)
(85)

(84)

(79)

(80)

(81)

(83)

輸出時期＜-＞

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー

38,400 頭 64,100 頭 613,300 頭 77 千羽 1,658 千羽

平成25年畜産品

平成25年産水陸稲の収穫量

花壇用苗もの類 切り花類 鉢もの類

- 63,600 千本 4,240 千鉢

平成 年産花き出荷量

米国 ○ カナダ △ EU ◇ 香港 □ 韓国 ●

台湾 ▲ 中国 ■ タイ ☆ 星国 ★ その他 ◆

主な輸出国

□

■

かんしょ 431.6 かんしょ 852.7 かんしょ 993.9 はくさい 1,787.9 レタス 1,870.4 はくさい 1,692.6

れんこん 204.8 れんこん 366.6 レタス 956.1 かんしょ 899.0 ピーマン 673.1 ピーマン 952.3
ねぎ 198.6 ごぼう 260.0 れんこん 382.8 れんこん 274.7 だいこん 618.2 ねぎ 877.8

ごぼう 162.7 ねぎ 239.6 ごぼう 196.7 ピーマン 272.3 かんしょ 550.2 アンデスメロン 443.5
その他 612.5 その他 966.2 その他 1,102.8 その他 1,043.0 その他 1,988.2 その他 2,247.7

合計 5,583.1 合計 6,483.4 合計 5,159.6 合計 6,282.4 合計 9,387.4 合計 8,003.1
はくさい 4,377.6 はくさい 3,161.2 レタス 1,681.8 はくさい 3,381.4 はくさい 3,206.7 キャベツ 2,368.3

かんしょ 1,043.5 かんしょ 879.8 はくさい 1,090.0 レタス 2,268.3 キャベツ 902.4 ねぎ 923.8
ねぎ 314.8 れんこん 335.9 かんしょ 974.3 かんしょ 896.1 レタス 807.2 ピーマン 896.4

れんこん 305.1 ごぼう 212.6 れんこん 341.6 だいこん 675.1 ピーマン 724.1 すいか 655.0
ごぼう 202.7 レタス 173.1 ピーマン 234.4 ピーマン 507.4 だいこん 517.6 はくさい 481.9

その他 773.4 その他 1,177.0 その他 1,287.1 その他 1,676.2 その他 2,553.3 その他 2,838.1

合計 7,017.1 合計 5,939.6 合計 5,609.2 合計 9,404.5 合計 8,711.3 合計 8,163.5
はくさい 5,335.0 はくさい 2,157.9 レタス 2,631.0 はくさい 3,051.5 はくさい 3,436.1 キャベツ 2,506.1

かんしょ 1,061.8 かんしょ 909.7 はくさい 1,187.5 レタス 1,525.4 キャベツ 1,549.8 ねぎ 951.2
れんこん 409.5 レタス 367.0 かんしょ 1,011.7 かんしょ 587.2 ピーマン 1,030.8 ピーマン 714.7

ごぼう 298.3 れんこん 304.4 ピーマン 428.3 だいこん 546.8 ねぎ 811.2 すいか 651.1
ねぎ 276.2 ごぼう 182.6 れんこん 369.7 キャベツ 348.1 だいこん 517.0 スイートコーン 578.9

その他 1,113.8 その他 1,039.6 その他 1,388.5 その他 1,526.4 その他 3,089.8 その他 2,539.5
合計 8,494.6 合計 4,961.2 合計 7,016.7 合計 7,585.4 合計 10,434.7 合計 7,941.5

上

旬

2

月

1

月

中

旬

下
旬

4

月

上

旬

中

旬

下
旬

6

月

上

旬

中

旬

下
旬

上

旬

中

旬

下
旬

中

旬

下
旬

3

月

上

旬

5

月

上

旬

中

旬

下
旬

品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ）

キャベツ 1 605 8 幸水 1 525 5 かんしょ 1 069 1 レタス 1 559 8 はくさい 4 041 8 はくさい 6 231 7

平成25年平成25年 平成25年平成25年平成25年 平成25年(75)
(77)

(67)

(64)(69)

(98)(99)
(100)(103) (88)

(86)

(87)
(89)(90)

(82)

輸出時期＜8月～10月＞

生葉収穫量 荒茶生産量

1,830 ｔ 391 ｔ

平成25年度一番茶

平成24年産花き出荷量

群馬県

埼玉県

収穫量（子実用） 89,600 ｔ

平成25年産水陸稲の収穫量

【関東地域】

☆

キャベツ 1,605.8 幸水 1,525.5 かんしょ 1,069.1 レタス 1,559.8 はくさい 4,041.8 はくさい 6,231.7
スイートコーン 1,042.4 ねぎ 762.1 豊水 892.1 かんしょ 1,130.4 レタス 2,577.4 かんしょ 695.3
ねぎ 1,023.4 なす 631.9 トマト 467.2 ピーマン 489.8 キャベツ 2,088.4 レタス 674.2

ピーマン 679.4 ばれいしょ 332.1 なす 361.1 トマト 470.7 かんしょ 741.5 キャベツ 512.0
すいか 452.4 かんしょ 328.6 れんこん 294.0 れんこん 355.3 れんこん 432.9 れんこん 416.0
その他 2,509.7 その他 1,116.8 その他 1,306.3 その他 2,066.0 その他 1,714.0 その他 1,336.6
合計 7,313.1 合計 4,697.0 合計 4,389.8 合計 6,072.0 合計 11,596.0 合計 9,865.8
スイートコーン 1,153.0 幸水 1,957.4 かんしょ 979.7 レタス 2,311.2 はくさい 6,812.1 はくさい 6,127.7
ねぎ 1,053.5 なす 441.4 豊水 814.9 かんしょ 856.3 レタス 2,209.1 かんしょ 1,013.9
かぼちゃ 594.5 ねぎ 427.1 トマト 558.4 トマト 486.9 キャベツ 2,116.9 レタス 445.9
ばれいしょ 547.7 かんしょ 275.1 なす 356.3 ピーマン 479.4 かんしょ 831.2 れんこん 433.7

なす 538.9 れんこん 127.0 れんこん 354.9 キャベツ 444.1 れんこん 517.5 ねぎ 387.8
その他 2,018.7 その他 502.5 その他 1,726.6 その他 1,942.6 その他 1,455.1 その他 1,489.3
合計 5,906.3 合計 3,730.5 合計 4,790.8 合計 6,520.5 合計 13,941.9 合計 9,898.3
ねぎ 829.7 かんしょ 703.6 かんしょ 1,147.7 レタス 3,414.9 はくさい 6,958.6 はくさい 6,388.6
ばれいしょ 724.1 幸水 608.4 新高 606.1 キャベツ 1,849.9 キャベツ 1,688.1 れんこん 855.8

なす 504.8 ねぎ 423.8 ピーマン 542.7 はくさい 1,505.9 レタス 1,129.7 かんしょ 819.2
かぼちゃ 413.0 なす 389.8 トマト 419.0 かんしょ 917.8 かんしょ 890.7 ねぎ 493.1
ピーマン 323.9 れんこん 258.8 れんこん 346.6 ピーマン 676.2 れんこん 428.3 レタス 247.6
その他 1,382.5 その他 1,071.8 その他 2,057.2 その他 2,480.6 その他 1,581.0 その他 1,085.4

合計 4,178.0 合計 3,456.2 合計 5,119.3 合計 10,845.3 合計 12,676.4 合計 9,889.7

10
月

上
旬

中
旬

下
旬

11
月

上
旬

中
旬

下
旬

7
月

上
旬

中
旬

下
旬

9
月

上
旬

中
旬

下
旬

8
月

12
月

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

(96)
(93)

(97)

(100)

(95) (91)

(94)

(92)(104)

(102)

(103) ( )

花壇用苗もの類 切り花類 鉢もの類

59,600 千本 206,500 千本 9,950 千鉢

平成24年産花き出荷量

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー

平成25年畜産品

花壇用苗もの類 切り花類 鉢もの類

15,300 千本 72,200 千本 -

平成24年産花き出荷量
千葉県

神奈川県

銚子漁港

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー

7,860 頭 4,740 頭 69,000 頭 58 千羽 -

平成25年畜産品

東京都

平成24 25年三崎漁港水揚げ量

(105) 八丈島

(101)

36,200 頭 38,900 頭 664,300 頭 145 千羽 1,803 千羽

勝浦漁港三崎漁港

平成24年 平成25年

銚子 さば類 12,554 さば類 25,828 さば類 10,949 さば類 7,623 さば類 9,196 まいわし 10,768 まいわし 12,371 まいわし 15,130 まいわし 14,703 かたくちいわし 2,926 かたくちいわし 1,080 ぶり類 291

さんま 3,489 さんま 12,232 さんま 7,414 ぶり類 2,129 まいわし 4,205 さば類 5,342 さば類 4,642 かたくちいわし 8,394 かたくちいわし 6,883 さば類 2,443 きはだ（生） 1,013 めばち（生） 48

めばち（生） 185 まいわし 830 ぶり類 3,846 かたくちいわし 1,372 かたくちいわし 1,916 かたくちいわし 814 かたくちいわし 1,589 さば類 2,461 さば類 6,057 まいわし 2,276 ぶり類 314 まあじ 41

ぶり類 114 ぶり類 768 びんなが（生） 468 まいわし 683 ぶり類 1,558 ぶり類 483 ぶり類 371 かつお（生） 2,124 かつお（生） 2,299 かつお（生） 480 まいわし 195 きはだ（生） 36

びんなが（生） 31 めばち（生） 262 まいわし 466 びんなが（生） 442 びんなが（生） 507 びんなが（生） 401 びんなが（生） 248 びんなが（生） 823 びんなが（生） 934 びんなが（生） 309 かつお（生） 125 かれい類（生） 21

その他計 97 その他計 485 その他計 538 その他計 158 その他計 107 その他計 128 その他計 191 その他計 639 その他計 649 その他計 301 その他計 195 その他計 44

合計 16,469 合計 40,405 合計 23,681 合計 12,406 合計 17,488 合計 17,936 合計 19,412 合計 29,571 合計 31,525 合計 8,735 合計 2,920 合計 481

10月 11月 12月
漁港

6月 7月 8月 9月1月 2月 3月 5月4月

平成24年 平成25年

三崎 めばち（冷） 901 めばち（冷） 1,152 めばち（冷） 899 めばち（冷） 677 めばち（冷） 818 めばち（冷） 915 めばち（冷） 1,014 めばち（冷） 990 めばち（冷） 1,087 めばち（冷） 1,020 めばち（冷） 682 めばち（冷） 837

さば類 45 びんなが（冷） 156 きはだ（冷） 164 きはだ（冷） 240 びんなが（冷） 104 びんなが（冷） 219 さば類 97 さば類 135 さば類 124 きはだ（冷） 159 さば類 97 びんなが（冷） 367

ぶり類 17 まぐろ（冷） 132 びんなが（冷） 40 びんなが（冷） 74 さば類 95 きはだ（冷） 63 びんなが（冷） 36 かたくちいわし 64 きはだ（冷） 66 さば類 91 きはだ（冷） 82 きはだ（冷） 165

まぐろ（冷） 5 きはだ（冷） 39 まぐろ（冷） 9 かたくちいわし 32 きはだ（冷） 24 さば類 56 きはだ（冷） 31 きはだ（冷） 52 びんなが（冷） 60 ぶり類 85 まあじ 28 さば類 104

まあじ 4 めかじき（冷） 24 まあじ 8 さば類 20 めかじき（冷） 23 かつお（冷） 21 ぶり類 30 ぶり類 45 めかじき（冷） 58 びんなが（冷） 76 びんなが（冷） 23 まぐろ（冷） 100

その他計 5 その他計 71 その他計 13 その他計 35 その他計 34 その他計 57 その他計 55 その他計 118 その他計 111 その他計 97 その他計 26 その他計 113

合計 976 合計 1,573 合計 1,133 合計 1,078 合計 1,097 合計 1,332 合計 1,263 合計 1,403 合計 1,506 合計 1,529 合計 938 合計 1,685

10月 11月 12月
漁港

6月 7月 8月 9月1月 2月 3月 5月4月

出典：青果物卸売市場調査、産地水産物流通統計調査、花木等生産状況調査、作況調査、畜産統計調査

平成24～25年銚子漁港水揚げ量

平成24 ～ 25年三崎漁港水揚げ量
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中小企業の輸出促進への取組

日本通運株式会社の事例

【現状】
減少する輸出貨
物のマーケティン

【仮説】
日本には高い技術力を持つ中
小企業がたくさんいる。中小企

【課題】
多くの中小企業が海外展開を考
えているが、ノウハウ不足のた

【対応】
物流のサポートを行うことで
企業の海外展開を促進。

【解決】
日本発着の物流を増やし
空洞化に対抗していく。

取組背景

グを開始。 業の成長が重要。 め進出できない。

【ターゲット】 ①中小企業の集積地 ②地域密着の行政・金融機関との連携 ③国際化した羽田空港の利用促進

取組内容（役割）

【大田区産業振興協会による中小企業の海外展開支援策】
①現地視察ツアー、②海外展示会の出展、③レンタル工場の紹

介、④税務相談

日本通運との連
携で更なる支援

策の拡充

【日本通運による『物流』を切り口とした海外展開サポート】
①物流コンサルティング、②輸送サービスの提供

取組の水平展開 連携機関（行政団体・金融機関）

中小企業（特に製造業）に
対し物流支援は有効

他のエリア
へも拡充を

目指す

『大田区エリア』 大田区産業振興協会（2013年3月覚書締結） ≪対象企業数：400社≫

『多摩エリア』 西武信用金庫（2013年7月覚書締結） ≪対象企業数：500社≫

『山梨エリア』 やまなし産業支援機構（2014年2月覚書締結）≪対象企業数：400社≫

ヤマトパッキングサービス株式会社の事例

○近年のグローバル化・ボーダレス化により取引先・生産拠点が分散、流通が複雑化し、メーカーでは在庫量のマネジメントを含めた「物流全体の最適化」が難しくなっ
ている。

○ 業メ カ にと は 海外サプ イヤ 発注事務 繁雑さ ナ単位 発注による過剰在庫 納品 際 荷受け 手間 サプ イヤ 毎に行う振り

取組背景

ヤマトパッキングサービス株式会社の事例

○工業メーカーにとっては、海外サプライヤーへの発注事務の繁雑さ、コンテナ単位での発注による過剰在庫、納品の際の荷受けの手間、サプライヤー毎に行う振り
込み手続き事務の繁雑さによって、社員が本業以外の業務に携わる時間が非常に多くなるという課題を抱えている。

中堅工業製品メーカーのグローバル調達および販売を支援する流通プラットフォーム拠点を展開し煩雑な業務を受託
→ 製造や販売という本業への特化を支援、物流コスト削減に貢献

提供サ ビ

調達支援ソリューション 販売支援ソリューション

・グローバル調達支援サービス ・輸入開梱サービス
・納品物の荷受け代行サービス ・決済代行サービス

・グローバル販売支援サービス ・出荷加工サービス
・輸送管理サービス ・決済代行サービス

＜提供サービス＞

流通プラットフォーム拠点
例）京浜島流通トリニティーセンター
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物流の「時間指定」に係る課題

時間指定に係る実態

着荷主側が時間指定する理由
• 後工程の計画等を遵守

発荷主側が時間指定する（着荷主側か
ら指定される）理由

【荷主と物流事業者間のギャップ】

着荷主発荷主
• 後工程の計画等を遵守
• トラックの待ち時間の短縮
• 自工程及び後工程の作業効率向上

ら指定される） 由
• 後工程の計画等を遵守
• 自工程及び後工程の作業効率向上
• トラックの待ち時間の短縮 ギャップ

着荷主発荷主

時間指定されることによる物流事業者側の課題
• 荷降ろし待ち時間の長時間化
• 配車・配送効率の悪化 物流事業者

発荷主、物流事業者ともに、すべての時間指定が悪い（必要ない）といっているわけではないが、「指定された時間に到着しても荷降
ろしができない」こと、さらには「指定された時間に着荷主が不在（休業日等）」、「着荷主が要望していないのに、発荷主が過去から
の習慣等でとにかく午前指定」といったこと（「合理性のない時間指定」）が問題

出典：「取引条件の見直しによるグリーン物流推進の手引き －時間指定を中心にして－」
（2010年3月10日社団法人日本ロジスティクスシステム協会ロジスティクス環境会議グリーン物流推進のための取引条件検討委員会）より作成

• 時間指定で客先に持っていくと、「受取者が不在だった」、「受取担当者から時間指定はしていないと言われた」等の話が、ドライバーからあがってくるケース
が多々ある。本当に時間指定が必要かを判断しないで発注される場合が多いと考える。（製造業）

【「合理性のない時間指定」の例】

（2010年3月10日社団法人日本ロジスティクスシステム協会ロジスティクス環境会議グリ ン物流推進のための取引条件検討委員会）より作成

• 着荷主が特に要望してない時間指定を、発荷主が独自判断で行うケースが多い。（物流事業者）

• 実際問題として、配送業者ごとに時間指定をしても、着荷主側で管理が出来ていない場合が多く荷受け業務の効率化に繋がっていない。（物流事業者）

• 一方的な時間指定ではなく、調整できて、荷降ろし待ち時間が発生しなければ、時間指定も悪ではないと考える。なんとなく指定が一番困る。（物流子会社）

出典：社団法人日本ロジスティクスシステム協会ロジスティクス環境会議グリーン物流推進のための取引条件検討委員会第2回（2008年11月14日）資料より作成
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出典 社団法人日本 ジスティクスシステム協会 ジスティクス環境会議グリ ン物流推進のための取引条件検討委員会第 回（ 年 月 日）資料より作成

• ドライバーの労働条件の改善、配車・配送効率の向上、コストダウン、共同輸配送の推進、モーダルシフトの推進、その他

【納品時間の指定がなくなる（あるいは緩和される）ことにより可能になると考えられる改善】

出典：社団法人日本ロジスティクスシステム協会ロジスティクス環境会議グリーン物流推進のための取引条件検討委員会第2回（2008年11月14日）資料より作成


